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成⻑戦略の検討課題

※日本成長戦略会議（第１回） （令和７年11月10日） 資料４「成長戦略の検討課題」より



成⻑戦略に係る17の戦略分野における⼥性活躍の推進に関する主な論点

理系の能⼒⾯において男⼥で⼤差はないが、⼥性について、理⼯系分野への進学や
戦略分野での就業が少ないところ、⼥性活躍の場をさらに拡げるとともに危機管理投
資・成⻑投資を実効性あるものとするために、学童期からの⼥性の理⼯系⼈材の育
成・確保についての取組や⽀援をどのように強化していくべきか。

戦略分野への⼥性の円滑な労働移動や労働参加を促すため、体⼒⾯における負担
軽減、作業効率化、職場における⼥性の健康課題に関する取組、プライバシー確保
等の観点も含め、⼥性が働きやすい職場環境の整備について取組や⽀援をどのように
強化していくべきか。

⼥性の就業継続を推進するため、仕事と⼦育て・介護等を含む⽣活との両⽴のしづら
さを感じることなく、また、職場で性別を意識することなく働き続け、キャリア形成、さらに
は管理職・役員への登⽤につながり、その能⼒の⼗分な発揮に向けて取組や⽀援をど
のように強化していくべきか。

主な論点
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OECDによる学習到達度調査(15歳時点)
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成⻑戦略に係る17の戦略分野における⼥性活躍の推進に関する主な論点（参考資料①）

※OECD PISA（Programme for International Student Assessment）2022より作成
※順位はOECD加盟38か国中。
※調査段階で15歳３か⽉以上16歳2か⽉以下の学校に通う⽣徒が対象（⽇本では⾼校1年⽣）。
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成⻑戦略に係る17の戦略分野における⼥性活躍の推進に関する主な論点（参考資料②）

職種・学歴間のミスマッチ

※経済産業省 産業構造審議会 経済産業政策新機軸部会（令和８年３月５日） 「2040年の就業構造推計（改訂版）について」より 5



成⻑戦略に係る17の戦略分野における⼥性活躍の推進に関する主な論点（参考資料③）

〇採⽤関係
理⼯系に進学する⼥⼦学⽣が少ない
新卒・中途ともに、現場社員を含め、採⽤市場に⼥性が少ない

〇就業継続
現場における⼥性⽤のトイレ・更⾐室・休憩室等の設備⾯が不⼗分
屋外・⾼所作業、重量物の運搬等といった過酷な作業環境
結婚・出産・育児を機に⼥性が離職してしまう

〇評価・登⽤
⼥性役員・⼥性管理職及びその前段階（係⻑相当職）の割合が低い
⼥性にとって将来のキャリアパスをイメージしにくい・ロールモデルの不⾜

〇職場の⾵⼟関係
性別役割分担意識、男性中⼼の職場⽂化
⼥性活躍を継続して推進していくための全社的なコミットメントの不⾜

17の戦略分野ヒアリングによる主な課題

※関係省庁が行った各戦略分野における主要企業（複数社）や業界団体等へのヒアリング結果をもとに、内閣府にて作成 6


